
平成26年1月20日号　第38号 20

山形県庄内町議会　〒999-7781 庄内町余目字町132-1 ☎0234（42）0188　編集　庄内町議会広報常任委員会
Eメールアドレス  gikai＠town.shonai.lg.jp　　　  印刷　朝日印刷株式会社
山形県庄内町議会　〒999-7781 庄内町余目字町132-1 ☎0234（42）0188　編集　庄内町議会広報常任委員会
Eメールアドレス  gikai＠town.shonai.lg.jp　　　  印刷　朝日印刷株式会社
山形県庄内町議会　〒999-7781 庄内町余目字町132-1 ☎0234（42）0188　編集　庄内町議会広報常任委員会
Eメールアドレス  gikai＠town.shonai.lg.jp　　　  印刷　朝日印刷株式会社

No.38
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No.38
12月議会号
26.1.20

No.38
12月議会号
26.1.20

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新
た
な
想
い
で
新
し
い
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
で
は
「
見
え
る
議
会
づ
く
り
」、「
総
合
力

の
向
上
」
を
目
指
し
て
議
会
基
本
条
例
を
も
と
に
、
常
任

委
員
会
強
化
に
よ
る
政
策
提
言
な
ら
び
に
検
証
、「
町
民
と

語
る
会
」
を
は
じ
め
各
種
団
体
と
の
広
報
・
広
聴
活
動
、

倫
理
条
例
や
災
害
時
の
行
動
指
針
な
ど
の
活
性
化
の
た
め

の
体
制
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
は
議
会
広
報
が
評
価
さ
れ
日
本

一
に
輝
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
広
報
の
評
価
も
あ
り
、

全
国
か
ら
過
去
最
多
の
28
議
会
、
238
人
の
視
察
を
受
け
入

れ
、
地
元
に
居
な
が
ら
に
し
て
全
国
の
先
進
的
な
取
り
組

み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
庄
内
町
も
合
併
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

合
併
特
例
債
の
延
長
を
視
野
に
、
各
種
計
画
の
見
直
し
や
、

国
の
動
向
、
地
域
課
題
を
見
据
え
た
的
確
な
判
断
が
、
議

会
に
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
員
個
々
の
研
鑚
に
よ
っ

て
議
会
活
動
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し

た
議
員
活
動
の
活
性
化
が
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
一
人
ひ
と

り
が
、
職
責
を
自
覚
し
「
議
会
活
動
」、「
議
員
活
動
」
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

地域の課題
　　解決のために

発
行
人

議　
　

長 

富
樫　
　

透

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委　
員　
長 

小
野　

一
晴

副
委
員
長 

石
川　

武
利

委　
　

員 

上
野　

幸
美

委　
　

員 

五
十
嵐
啓
一

委　
　

員 

齋
藤　

秀
紀

委　
　

員 

榎
本　

秀
将

　

恒
例
と
な
っ
た
、
年
２

回
の
要
約
筆
記
を
12
月
13

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
栄
寿
大
学
の

皆
さ
ん
17
人
と
、
社
会
福

祉
協
議
会
関
連
の
皆
さ
ん

14
人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

発
言
・
答
弁
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
素
早
く
映
さ
れ

「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
好
評
で
し
た
。

○
要
約
筆
記
ば
ん
け
の
会

　
　

菊
池
み
つ
子
（
代
表
）

　
　

齋
藤
志
保
子

　
　

阿
部　

恵
里

○
要
約
筆
記
の
会

　
　
　
　
　

や
ま
び
こ

　
　

柿
崎　

明
子
（
代
表
）

　
　

日
下
部
恵
子

　

庄
内
町
女
性
消
防
団
は

昨
年
10
月
の
全
国
女
性
消

防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
２
年
間
、
団
員
同

志
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ

い
な
が
ら
厳
し
い
訓
練
を

乗
り
越
え
、
全
国
大
会
で

熱
い
涙
を
流
せ
た
喜
び
は

生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い

素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
ご
支
援
、
ご

指
導
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
初
の
試
み
と
し

て
上
級
救
急
救
命
講
習
の

受
講
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
幅
広
い
年

代
の
方
々
を
対
象
と
し
た
、

体
操
や
歌
で
分
か
り
や
す

く
火
災
予
防
の
啓
発
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
練
習
中

で
す
。

　

現
在
、
女
性
消
防
団
の

団
員
募
集
中
で
す
。
地
域

防
災
に
お
い
て
女
性
の
活

躍
の
場
は
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
地
域
の
安
全
安
心

は
、
一
人
ひ
と
り
の
踏
み

出
す
一
歩
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

ま
い 

し
ん

● 2人削減16人
　 ● 貸オフィスリニューアル
● 町政を問う
　 ● 子どもたちの議会傍聴

―――――――――――〈条例〉
―――〈補正予算〉

――――――――――〈一般質問〉
――――――〈特集〉

2
4
6
18

写真提供　フォトグラファー tetsu さん写真提供　フォトグラファー tetsu さん写真提供　フォトグラファー tetsu さん
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こ
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た

こ
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た

こ
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た

条
例
庄
内
町
議
会
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
を
改
正
賛
成
14　

反
対
２

で
可
決

討　
　

論

日
下
部　

勇
一

反
対
討
論

石
川　
　

保

　
　

榎
本　

秀
将

賛
成
討
論

　

議
員
定
数
を
18
人
か
ら

16
人
に
削
減
す
る
提
案
に

は
、
以
下
の
理
由
で
反
対

で
あ
る
。

①
共
産
党
の
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
で
２
人
削
減
に
賛
成

42
％
、
反
対
50
％
、
わ
か

ら
な
い
８
％
で
あ
る
。

②
削
減
で
地
域
の
声
が
届

か
な
く
な
る
。

③
常
任
委
員
会
が
、
４
委

員
会
か
ら
３
委
員
会
に
な

る
こ
と
で
調
査
機
能
が
低

下
す
る
。

④
議
会
の
改
革
・
活
性
化

に
逆
行
す
る
。

⑤
今
回
提
案
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
関
連
す
る
報
酬
額

の
改
定
は
第
三
者
機
関
に

問
う
べ
き
で
あ
る
。

　

今
回
の
条
例
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
議
員
定
数
等

調
査
特
別
委
員
会
の
調
査

報
告
書
に
も
と
づ
き
、
議

員
定
数
を
現
行
の
18
人
か

ら
16
人
に
減
ず
る
と
と
も

に
、
定
数
の
改
正
に
と
も

な
う
常
任
委
員
会
構
成
の

整
備
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

っ
た
が
、
最
終
的
に
は
委

員
会
調
査
報
告
書
を
認
め

た
の
は
わ
れ
わ
れ
自
身
で

あ
る
。

　

こ
の
提
案
は
、
さ
ら
な

る
議
会
改
革
、
議
会
活
性

化
、
開
か
れ
た
議
会
に
資

す
る
と
確
信
し
て
賛
成
す

る
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
が
８
％
に
な
る
こ
と
か
ら
、
主
な
使
用
料
に
増
税
分

を
反
映
す
る
た
め
に
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

庄
内
町
農
業
集
落
排
水
料
金

賛
成
14　

反
対
２
で
可
決

庄
内
町
下
水
道
料
金

賛
成
14　

反
対
２
で
可
決

○
農
業
集
落
排
水
、
下
水

道
と
と
も
に
基
本
料
金
10

立
方
メ
ー
ト
ル
１
千
470
円

か
ら
１
千
512
円
に
値
上
げ

○
同
じ
く
10
立
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
分（
１
立
方
メ

ー
ト
ル
）153
・
３
円
か
ら

157
・
68
円
に
値
上
げ

○
温
泉
汚
水
の
下
水
道
料

金
１
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
64
・
８
円
（
新
規
）

庄
内
町
簡
易
水
道
料
金

賛
成
14　

反
対
２
で
可
決

庄
内
町
水
道
料
金

賛
成
13　

反
対
３
で
可
決

新
施
設
へ
の
対
応

ま
ち
な
か
温
泉
の
指
定
管
理
者
を
決
定

新
産
業
創
造
館
の
使
用
料
を
変
更

庄
内
町
ま
ち
な
か
温
泉
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　
　

株
式
会
社　

イ
グ
ゼ
あ
ま
る
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

佐
藤　

一
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
16　

反
対
１
で
可
決

　

こ
れ
ま
で
の
施
設
の
使

用
料
の
う
ち
貸
オ
フ
ィ
ス

を
小
区
画
化
し
、
入
居
者

が
利
用
し
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
使
用
料

を
新
た
に
設
定
し
ま
し

た
。

メーターの口径別等

13ミリメートル

20ミリメートル

25ミリメートル
40ミリメートル
50ミリメートル
75ミリメートル
催芽、育苗ハウス用
臨時用

・10立法メートル
・10立法メートルを越え
　20立方メートルまでの分
・20立法メートルを越える分

1,050円

1,680円

2,310円
6,510円
12,810円
21,210円

―
―

1,080円

1,728円

2,376円
6,696円
13,176円
21,816円

―
―

99円

219円

224円

224円

242円
483円

102.6円

225.72円

231.12円

231.12円

249.48円
496.8円

１箇月につき
基本料金
旧 新 旧 新

従量料金
（使用水量１立方メートルにつき）

瀬場簡易水道
大中島簡易水道
工藤沢簡易水道
科沢簡易水道
木の沢簡易水道
中村簡易水道
鉢子簡易水道
松肝簡易水道
立谷沢北部簡易水道

2,940円
3,255円
2,310円
2,100円
945円
3,255円
2,205円
1,155円
3,255円

3,024円
3,348円
2,376円
2,160円
972円
3,348円
2,268円
1,188円
864円

区分
金額（１世帯１箇月につき）
旧 新

食のアンテナレストラン

６次産業化貸工房１

６次産業化貸工房２

６次産業化貸工房３

６次産業化貸工房４

６次産業化共同利用工場

貸オフィス１－１

貸オフィス１－２

貸オフィス１－３

貸オフィス１－４

貸オフィス２

貸オフィス３

貸オフィス４

庄内なんでもバザール

カフェコーナー

１月

１月

１月

１月

１月

４時間

１時間

１時間

１月

１月

１月

１月

１月

１月

１月

１月

１月

60,000円

20,000円

15,000円

15,000円

20,000円

2,000円

500円

300円

52,000円

52,000円

52,000円

41,000円

138,000円

326,000円

236,000円

20,000円

25,000円

加工調理室

製粉室

野菜等乾燥室

新

区分 単位 金額

食のアンテナレストラン

６次産業化貸工房１

６次産業化貸工房２

６次産業化貸工房３

６次産業化貸工房４

６次産業化共同利用工場

貸オフィス１

貸オフィス２

貸オフィス３

貸オフィス４

庄内なんでもバザール

カフェコーナー

１月

１月

１月

１月

１月

４時間

１時間

１時間

１月

１月

１月

１月

１月

１月

60,000円

20,000円

15,000円

15,000円

20,000円

2,000円

500円

300円

283,000円

138,000円

330,000円

240,000円

20,000円

25,000円

加工調理室

製粉室

野菜等乾燥室

旧

区分 単位 金額

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
さ

れ
、
各
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
、
指
定
管
理
者
の
指
定

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
17
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て

町
当
局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
等
調
査
特
別

委
員
会
の
調
査
報
告
書
に

も
と
づ
き
、
庄
内
町
議
会

議
員
の
定
数
を
減
ら
す
と

と
も
に
常
任
委
員
会
の
構

成
を
変
更
し
ま
し
た
。

議
員
定
数

　

18
人
か
ら
16
人
と
す
る
。

常
任
委
員
会
の
構
成

　

４
常
任
委
員
会
か
ら
３

常
任
委
員
会
と
す
る
。

　

議
長
は
常
任
委
員
会
に

所
属
し
な
い
。

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

定
数
８
人

産
業
建
設
常
任
委
員
会

定
数
７
人

議
会
広
報
常
任
委
員
会

定
数
６
人

　

議
会
広
報
常
任
委
員
は
、

他
の
２
常
任
委
員
会
と
兼

務
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
14　

反
対
３
で
可
決

た
だ

専門家に学ぶ専門家に学ぶ専門家に学ぶ

広域下水道広域下水道広域下水道

立谷沢北部簡易水道水源池立谷沢北部簡易水道水源池立谷沢北部簡易水道水源池

笠山浄水場笠山浄水場笠山浄水場
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こ
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た

こ
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た

こ
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
１
千
579
万
円　

賛
成
14
・
反
対
２
で
可
決

補正
予算

企
業
誘
致
に
向
け
分
割

　

こ
の
工
事
は
、
オ
フ
ィ

ス
１
（
雑
品
庫
）
を
４
分

割
す
る
こ
と
で
、
よ
り
利

用
し
や
す
く
起
業
創
業
促

進
す
る
た
め
の
改
修
で
す
。

　

新
産
業
創
造
館
（
ク
ラ

ッ
セ
）
の
新
オ
フ
ィ
ス
と

合
わ
せ
雇
用
の
創
出
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

３
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
料

金
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
、
新
産
業

創
造
館
（
ク
ラ
ッ
セ
）
へ

の
道
案
内
の
た
め
に
、
町

内
４
ヵ
所
に
案
内
標
識
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

設
置
場
所

○
跡
西
畑
地
内

○
町
農
協

　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
付
近

○
鶴
岡
信
用
金
庫
交
差
点

○
余
目
矢
口
地
内

災
害
復
旧

　
　

即
対
応

　

こ
の
工
事
は
、
狩
川
地

内
（
マ
ー
ブ
月
山
の
付

近
）
の
林
道
法
面
復
旧
工

事
で
延
長
51
ｍ
と
な
り
ま

す
。

林
道
宇
津
野
線

　
　

  

災
害
復
旧
工
事

２
千
580
万
円

　

こ
の
工
事
は
、
狩
川
地

内
（
東
興
野
付
近
）
の
林

道
で
橋
の
修
復
と
前
後
18

ｍ
の
林
道
復
旧
工
事
と
な

り
ま
す
。

林
道
松
木
沢
線

　
　

  

災
害
復
旧
工
事

１
千
178
万
円

貸オフィス貸オフィス既
存
既
存
既
存

請  

願 １ 新聞の軽減税率に関する請願
２ 平成26年４月からの消費税増税延期を求める意見書提出に関する請願

　

一
般
寄
附
金
523
万
円
、

教
育
費
寄
附
金
93
万
円
、

土
木
費
寄
附
金
15
万
円
の

計
631
万
円
の
追
加
寄
附
が

あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
伴

う
寄
附
者
へ
の
謝
礼
品
239

万
円（
寄
附
額
の
約
半
額
）

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

12
月
20
日
現
在
１
千
600

万
円（
前
年
比
５
倍
）の
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。
謝
礼

品
の
多
く
は「
つ
や
姫
」希

望
で
あ
り
、
つ
や
姫
人
気

の
後
押
し
で
納
税
希
望
者

が
増
加
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

請
願
者　
　
　

山
形
新
聞
余
目
専
売
所　

大
川　

幸
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
川
専
売
所　

奥
山　

利
勝

軽
減
税
率
の
通
用
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
法
案
」
に
つ
い
て
、
政
府
は
法
律
ど
お
り
平
成
26
年

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
を
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ
る

決
断
を
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
27
年
10
月
に
は
10
％
に
引

き
上
げ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
増
税
に
お
い
て
、
生
活
必
需
品
や
最
低
限
の
文
化

的
生
活
必
需
品
に
「
軽
減
税
率
」
の
適
用
を
図
る
こ
と
は

逆
進
性
対
策
と
な
り
、
さ
ら
に
国
民
の
消
費
税
に
対
す
る

理
解
を
得
る
た
め
に
も
必
要
な
制
度
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
消
費
増
税
に
際
し
、「
軽
減
税
率
」
を
適

用
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

提
出
先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
13　

反
対
４
で
可
決

請
願
者　
消
費
税
廃
止
鶴
岡
・
田
川
地
区
界
連
絡
会　

菅
原　

健
一

　

国
民
の
多
く
は
景
気
回
復
を
実
感
し
て
お
ら
ず
、
雇
用

情
勢
や
個
人
消
費
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
不

況
下
で
税
率
を
上
げ
れ
ば
、
国
民
の
消
費
は
さ
ら
に
落
ち

込
み
、
地
域
経
済
は
大
打
撃
を
受
け
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
の
増
税
を
延
期

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
５　

反
対
12
で
不
採
択

不
採
択
理
由

　

請
願
の
趣
旨
は
妥
当
で
あ
り
、
十
分
に
理
解
で
き
る
が
、

残
さ
れ
た
時
間
を
考
え
る
と
、
実
現
の
可
能
性
が
低
い
た

め
不
採
択
と
す
る
。

１　

新
聞
の
軽
減
税
率
に
関
す
る
請
願

１　

新
聞
の
軽
減
税
率
に
関
す
る
請
願

１　

新
聞
の
軽
減
税
率
に
関
す
る
請
願

２　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
延
期
を

　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

２　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
延
期
を

　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

２　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
延
期
を

　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

ク
ラ
ッ
セ
の
案
内
標
識

寄
附
金
の
増
加
631
万
円

新
産
業
創
造
館
貸
オ
フ
ィ
ス
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

267
万
円

新
産
業
創
造
館
案
内
標
識
設
置
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

495
万
円

庄
内
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
記
念
品
239
万
円

少数精鋭企業　いらっしゃい

自慢の逸品

以上が補正予算です

リニューアルリニューアルリニューアル



農
業

　

政
策
農
家
へ
の
周
知
図
れ

予算に整合性は
　　　　　あるのか

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い
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ら
、
予
算
も
含
め
て
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
体
構
想
の
な

か
で
、
社
会
教
育
あ
る
い

は
観
光
の
両
面
で
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
、
地

域
の
方
々
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
を
重
ね
た

い
。

　

旧
清
川
小
学
校

解
体
の
財
源
を
含

め
た
実
現
性
は
ど
う
か
。

　

解
体
は
、
国
の

方
で
有
利
な
財
源

を
検
討
し
て
い
る
よ
う

だ
。

　

過
疎
債
も
含
め
て
、
そ

の
動
き
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

学
校
の
解
体
を
急
ぎ
、
そ

の
跡
地
を
地
域
の
歴
史
や

文
化
の
拠
点
と
し
て
、
地

域
住
民
が
寄
り
合
え
る
活

動
拠
点
の
施
設
整
備
を
求

め
て
い
る
。
町
は
、
今
後

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　

清
川
歴
史
公
園

構
想
に
沿
っ
た
形

で
ど
の
よ
う
に
実
現
で
き

る
か
、
総
合
計
画
に
明
確

な
位
置
付
け
を
し
な
が

　
「
清
川
歴
史
公

園
構
想
」
は
、
清

川
地
区
振
興
協
議
会
や
、

地
域
団
体
代
表
に
よ
る
策

定
委
員
会
が
検
討
を
続
け

報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
骨
子
は
、
旧
清
川
小 吉宮　茂 議員

掲載出来なかった質問 ・町長の政治姿勢について掲載出来なかった質問 ・産地資金について
・農地中間管理機構（仮称）について

掲載出来なかった質問 ・合併10周年に向けた記念事業の計画について
・町長の政治姿勢について

清川歴史
公園構想 今後どうする

町長 地域の意見を聞き検討する

町
長

町
長

問

問

積
雪
や
落
雪
の
影
響
を
受

け
ず
に
発
電
す
る
の
か
。

　

機
械
建
屋
の
建
設
に
よ

り
、
休
憩
室
か
ら
の
眺
望

が
さ
え
ぎ
ら
れ
な
い
の
か
。

　

町
民
の
税
金
を
有
効
に

活
用
し
、
皆
さ
ん
か
ら
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
な

の
か
。
再
度
検
討
す
る
余

地
は
な
い
の
か
。

　

太
陽
光
発
電
は

積
雪
を
考
え
、
機

械
建
屋
南
側
の
地
上
５
ｍ

以
上
の
所
に
垂
直
に
設
置

し
、
反
対
側
に
落
雪
す
る

設
計
を
考
え
て
い
る
。

　

機
械
建
屋
の
建
設
に
よ

り
、
休
憩
室
か
ら
の
眺
望

を
若
干
さ
え
ぎ
る
こ
と
に

な
る
が
、
浴
室
か
ら
の
眺

望
に
は
支
障
の
な
い
場
所

を
選
定
し
た
。　
　

　

今
回
導
入
す
る
設
備
は

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め

る
国
の
補
助
事
業
と
し
て

採
択
さ
れ
て
お
り
、
内
容

変
更
は
不
可
能
と
判
断
し

て
い
る
。

算
計
上
が
過
剰
で
は
な
い

か
。

　

実
施
設
計
業
務

委
託
の
予
定
価
格

は
、
国
の
基
準
に
基
づ
き

積
算
し
て
い
る
。
ま
た
、

低
入
札
価
格
調
査
基
準
額

の
必
要
も
な
く
、
予
算
計

上
に
誤
り
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。

　

今
回
設
置
さ
れ

る
太
陽
光
発
電
は

　

北
月
山
荘
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設

備
設
置
実
施
設
計
委
託
に

伴
う
入
札
が
行
わ
れ
、
落

札
価
格
は
295
万
円
で
町
の

予
算
額
940
万
円
の
約
31
％

で
落
札
さ
れ
た
。
町
の
予 五十嵐　啓一 議員

創
設
が
あ
る
。
こ
の
政
策

は
、
米
の
直
接
支
払
交
付

金
の
半
額
、
米
価
変
動
補

填
交
付
金
の
廃
止
な
ど
で

農
家
所
得
の
低
下
が
決
定

的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
26
年
度
に
向
け
て
の
対

策
を
講
じ
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

国
の
水
田
農
業

政
策
が
大
き
な
転

　

国
の
水
田
農
業

政
策
に
つ
い
て
は

農
水
省
が
示
し
た
経
営
所

得
安
定
対
策
の
見
直
し
と

日
本
型
直
接
支
払
制
度
の 齋藤　秀紀 議員

町長 予算計上に誤りはない

町
長

町
長

一望に見渡せる景観が大事

根拠なし、なぜ半減なのか 清河八郎記念館の機能ももたせたい

日本一おいしい米コンテスト

町
長

資
料
等
作
成
し
な
が
ら
説
明
す
る

換
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
５
年
の
間

に
大
き
な
変
化
が
あ
る
こ

と
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
本
町
に
ど
う
か

か
わ
っ
て
い
く
か
は
、
現

時
点
で
は
想
定
の
域
を
出

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町

と
し
て
は
、
今
ま
で
同
様

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
努
力
が
し
っ

か
り
と
報
わ
れ
る
よ
う
な

対
応
を
考
え
て
い
る
。

　

的
確
な
情
報
提

供
は
生
産
組
合
長

会
に
は
当
然
で
あ
る
が
、

末
端
の
農
家
へ
の
周
知
は

口
頭
で
の
説
明
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

今
後
示
さ
れ
る

具
体
的
な
情
報

は
、
断
片
的
で
な
く
分
か

り
や
す
い
資
料
等
を
作
成

し
な
が
ら
生
産
組
合
に
説

明
し
て
い
く
。

町
長

町
長

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

17
人
の
提
言　議員が行財政全般にわたり、町当局に対し事務の執行状況、将来における政策方針

等をただしたうえで、政策提言することです。

一般質問とは…

北月山荘
入札

問

問

問

問
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年
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平
成
31
年
度



新産業
創造館

施
設

　

利
用
ど
う
す
る
関
連
利
用
策

若人を巻き込んだ
　　　　事業展開せよ

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

平成26年1月20日号　第38号こんにちは庄内町議会です 89

　

現
在
、「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」

に
関
す
る
各
種
研
修
会
等

に
担
当
職
員
が
参
加
し
、

情
報
収
集
し
て
い
る
。

　

県
内
で
は
18
の
市
町
村

が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

受
け
入
れ
て
い
る
。
隊
員

の
受
け
入
れ
目
的
、
そ
の

活
用
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

　

町
の
地
域
活
性
化
を
図

る
た
め
の
一
つ
の
手
法
と

し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
活
用
し
た
い
と

い
う
基
本
的
な
考
え
方
は

持
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活

動
、
方
法
が
一
番
望
ま
し

い
か
、
継
続
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

政
の
枠
を
外
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
携
わ
り
、
地
元
に
活
力

を
創
り
出
す
総
務
省
の
人

材
派
遣
事
業
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
を
起
用
し
て
は
ど

う
か
。こ
の
事
業
は
、
財
源

措
置
が
あ
り
、
そ
の
後
の
定

着
率
も
高
い
。県
内
で
も

年
々
受
け
入
れ
市
町
村
が

増
加
し
て
い
る
。本
町
に
応

募
し
た
若
者
た
ち
と
の
関

わ
り
で
、
地
元
の「
気
付
き
」

を
生
み
、
地
域
づ
く
り
の
活

力
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

新
産
業
創
造
館

事
業
を
は
じ
め
、

新
規
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す

る
今
、
各
課
を
越
え
た
連
携

関
係
団
体
の
協
力
体
制
が

求
め
ら
れ
る
。そ
れ
ら
の
役

割
と
し
て
地
域
課
題
に
行 上野　幸美 議員

地域おこし
協力隊 今こそ起用せよ

町長 継続的に検討していきたい

町
長

問

　

庄
内
総
合
高
校

が
ど
の
よ
う
に
魅

力
あ
る
学
校
に
な
っ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
が
、
町

の
活
性
化
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
面
で
は
、

庄
内
総
合
高
校
自
体
も
危

機
感
を
持
っ
て
町
と
一
緒

に
仕
事
を
し
て
い
く
、
あ

る
い
は
勉
強
に
絡
め
て
い

く
と
い
う
姿
勢
を
と
っ
て

い
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
町
と
し

て
も
で
き
る
限
り
一
緒
に

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

学
校
の
存
続
も
含
め
て
町

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
。

が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

高
校
生
が
地
域
食
材
を
利

用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、

ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
の
企
画

か
ら
商
品
開
発
に
取
り
組

み
、
町
お
こ
し
に
成
果
を

あ
げ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。

　

庄
内
総
合
高
校
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
時
、
高
校

生
や
若
い
人
達
が
地
域
に
根

ざ
す
た
め
の
人
材
育
成
や

高
校
の
魅
力
に
つ
な
が
る

よ
う
な
施
設
利
用
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

新
産
業
創
造
館

は
、
整
備
目
的
に

あ
る
「
人
を
呼
び
込
む
魅

力
づ
く
り
」
で
、
町
を
活

性
化
さ
せ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

今
、「
学
校
・
町
・
企
業
」

　

地
域
高
規
格
道

路
の
開
通
に
よ
り

庄
内
町
が
大
き
な
変
化
を

遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
変
化

が
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か

メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
は
こ

れ
か
ら
の
振
興
策
次
第
で

あ
る
。

　

こ
の
３
点
セ
ッ
ト
は
、

ス
ポ
ー
ツ
で
の
交
流
が
図

れ
、
温
泉
を
通
し
て
近
隣

か
ら
の
利
用
も
図
れ
る
。

そ
し
て
、
新
産
業
創
造
館

の
６
次
産
業
と
し
て
の
新

し
い
地
産
地
消
で
の
商
品

開
発
も
含
め
て
人
を
呼
べ

る
。

　

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
ど

れ
だ
け
魅
力
を
張
り
付
け

て
い
け
る
か
が
、
我
々
の

役
目
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　

施
設
の
関
連
利
用
推
進
策

に
つ
い
て
、
お
客
様
に
は

八
幡
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
運

動
し
て
汗
を
か
き
、
ま
ち

な
か
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
と

汗
を
流
し
、
新
産
業
創
造

館
を
訪
れ
お
土
産
を
買
っ

て
帰
っ
て
欲
し
い
と
は
町

長
の
発
言
で
あ
る
。
各
施

設
の
充
実
と
そ
の
関
連
、

　

八
幡
ス
ポ
ー
ツ

公
園
、
ま
ち
な
か

温
泉
、
新
産
業
創
造
館
各 清野　等 議員

町長 町の活性化につなげていきたい

町
長

生まれ変わる駅前倉庫 

トライアングルで波及効果 地域で活動する地域おこし協力隊（遊佐町）

町
長

そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
づ
く
り
が
重
要

利
用
、
実
現
に
向
け
て
の

施
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

17
人
の
提
言

押　　のり子 議員

問

問

早
期
に
解
体
せ
よ

危
険
な
状
態
や
環
境
悪
化

に
な
っ
て
い
る
。特
に
、旧

清
川
小
学
校
は
瓦
が
滑
落

し
人
身
事
故
や
漏
電
に
よ

る
火
災
事
故
も
懸
念
さ
れ

緊
急
性
を
要
し
早
期
に
解

体
す
べ
き
で
あ
る
。そ
の
場

合
、校
舎
内
に
明
治
天
皇
が

行
幸
し
た
行
在
所
が
あ
る

が
、保
存
ま
た
は
解
体
の
検

討
は
し
て
い
る
の
か
。

　

本
町
に
は
使
用

し
な
く
な
っ
た
町

有
普
通
財
産（
建
物
）が
15

件
あ
る
が
、老
朽
化
が
進
み 齋藤　健一 議員

行在所をどうするかが解体のカギ

財
源
も
含
め
検
討
す
る

　

旧
清
川
小
学
校

の
解
体
に
は
相
当

の
経
費
が
か
か
る
。現
在
、

解
体
に
対
す
る
補
助
金
等

は
な
い
が
、今
後
、有
利
な

起
債
が
認
め
ら
れ
る
見
込

み
で
あ
り
、そ
の
こ
と
を
想

定
し
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

行
在
所
は
傷
み
が
激
し
く

修
繕
に
は
か
な
り
の
経
費
が

か
か
る
。現
状
の
ま
ま
残
す

の
が
難
し
け
れ
ば
、解
体
保

存
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど

う
か
も
検
討
し
て
い
る
。

　

旧
清
川
小
学
校

プ
ー
ル
は
、排
水

が
不
完
全
で
夏
に
蚊
が
大

量
に
発
生
し
、地
域
住
民
か

ら
毎
年
苦
情
が
出
て
い
る
。

早
急
に
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

　

プ
ー
ル
の
底
に

直
径
10
㎝
程
度
の

穴
を
開
け
地
下
浸
透
さ
せ

た
が
、効
果
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
。今
後
、専
門
家
の
意

見
等
も
取
り
入
れ
、予
算
も

含
め
て
対
応
し
て
い
く
。

町
長

町
長

町
長

旧
清
川

小
学
校

問

問

掲載出来なかった質問 ・銃猟禁止区域の範囲変更について掲載出来なかった質問 ・産地資金について
・農地中間管理機構（仮称）について

掲載出来なかった質問 ・誘客を図るための温泉運営について 掲載出来なかった質問 ・大規模（ハード）事業の取組みについて

ぎ
ょ
う
こ
う

あ
ん  

ざ
い  

し
ょ

か
ら

八幡スポーツ公園八幡スポーツ公園八幡スポーツ公園

まち湯

クラッセクラッセクラッセ



ひきこもり

視
力

　

低
下
回
復
の
取
り
組
み
を
せ
よ

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い
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現
在
、
国
か
ら

も
ピ
ロ
リ
菌
が
胃

ガ
ン
に
か
か
る
主
な
要
因

を
占
め
る
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
ピ
ロ
リ
菌
が

い
る
か
、
い
な
い
か
で
、

胃
ガ
ン
に
か
か
る
可
能
性

が
３
倍
以
上
も
高
く
な
っ

て
い
る
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
自
体

は
簡
単
で
あ
る
が
、
そ
の

後
の
検
査
も
必
要
だ
と
い

う
こ
と
も
含
め
て
、
胃
ガ

ン
あ
る
い
は
ガ
ン
の
撲
滅

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
も
「
元
気
で
ご

長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
き
た
。
そ
う
い
っ

た
観
点
の
な
か
で
さ
ら
に

検
討
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

て
、
ガ
ン
予
防
に
役
立
て

る
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、

ピ
ロ
リ
菌
に
関
わ
る
知
識
、

情
報
を
町
民
に
周
知
し
て

は
ど
う
か
。
本
町
の
胃
ガ

ン
死
亡
者
は
年
々
増
加
し

て
い
る
。
胃
ガ
ン
検
診
受
診

率
は
42
％
で
あ
り
、
県
が
目

指
す
60
％
に
は
程
遠
い
現
状

で
あ
る
。
目
標
に
近
づ
け
る

対
策
は
あ
る
の
か
、
ガ
ン
撲

滅
の
た
め
に
も
、
ピ
ロ
リ
菌

検
査
を
平
成
26
年
度
よ
り
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ピ
ロ
リ
菌
を
早

期
に
除
菌
す
る
こ

と
で
、
胃
ガ
ン
の
発
症
が

大
幅
に
減
少
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
ピ
ロ
リ

菌
検
査
を
町
の
人
間
ド
ッ

ク
の
総
合
健
診
に
導
入
し 工藤　範子 議員

ピロリ菌
検査 人間ドックに導入せよ

町長 検討をしていく必要がある

町
長

問

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

①　

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
本
町

の
ひ
き
こ
も
り
の
該
当
者

は
29
人
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
生
活
へ
の
参
加
困
難

に
至
っ
た
経
緯
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
複
雑
な
問
題
で
あ

る
。

②　

現
在
、
町
と
し
て
は

専
門
の
相
談
窓
口
は
開
設

し
て
な
い
が
、
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
保
健
所
の

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
、

民
間
の
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
県
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
「
巣
立
ち
」

等
に
つ
な
い
で
き
た
。

③　

民
間
機
関
へ
の
支
援

は
、
民
間
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
せ
る
か
を
含

め
て
、
こ
れ
か
ら
の
検
討

課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

こ
も
り
状
態
（
社
会
生
活

へ
参
加
が
困
難
な
若
者
）

に
対
す
る
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

以
下
の
３
点
に
つ
い
て

当
局
の
考
え
は
ど
う
か
。

①　

本
町
で
の
ひ
き
こ
も

り
の
現
状
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
。

②　

検
討
機
関
と
具
体
的

対
策
を
ど
う
考
え
て
る
か
。

ま
た
、
専
用
窓
口
を
開
設

し
て
は
ど
う
か
。

③　

民
間
機
関
の
支
援
に

　

県
は
平
成
25
年

４
月
か
ら
５
月
に

県
内
の
民
生
委
員
約
２
千

200
人
に
対
し
て
、
住
民
の

交
流
状
況
な
ど
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
そ
の
な
か
で
ひ
き

　

児
童
・
生
徒
の

視
力
検
査
を
含
め

た
健
康
診
断
の
結
果
は
、

児
童
・
生
徒
お
よ
び
保
護

者
に
通
知
さ
れ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
専
門
医
の
検
査

を
受
け
る
よ
う
指
示
し
て

い
る
。　

　

学
校
で
は
、
学
校
保
健

委
員
会
や
保
健
だ
よ
り
を

通
じ
て
検
査
結
果
を
公
表

し
、
視
力
低
下
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

視
力
低
下
の
改
善
に
つ

な
が
ら
な
い
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー

ム
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
長

時
間
視
聴
使
用
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
幼
少
期
か
ら

の
習
慣
づ
け
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

生
活
リ
ズ
ム
の
徹
底
を
指

導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

に
眼
を
酷
使
し
て
い
る
。

高
学
年
に
な
る
と
、
眼
鏡

を
か
け
た
生
徒
を
見
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

　

近
視
の
進
行
原
因
と
し

て
、
遺
伝
、
生
活
習
慣
が

推
測
さ
れ
る
。

　

全
国
的
に
視
力
低
下
の

子
ど
も
が
増
加
し
て
い
る

な
か
、
眼
球
を
動
か
す
体

操
を
導
入
し
効
果
を
上
げ

て
い
る
小
学
校
も
あ
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ゲ

ー
ム
機
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
が
子
ど
も

た
ち
の
日
常
に
入
り
込
み

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
は
常 石川　惠美子 議員

町長 専門機関につないでいる

町
長

パソコンだけが、世界の窓口

審理を終えていても、係争中？

夢中でやめられない

みんなで受けよう胃ガン検診

教
委
長

改
善
に
向
け
て
進
め
て
い
る

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も

視
力
回
復
の
取
り
組
み
を

し
て
は
ど
う
か
。

教
委
長

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

17
人
の
提
言

石川　武利 議員

問

問

誠
実
な
対
応
を
す
べ
き

　

係
争
中
で
あ
る

と
い
う
こ
と
の
な

か
で
、
結
論
の
出
て
い
な

い
も
の
を
議
案
と
し
て
上

げ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

得
な
い
と
思
う
の
で
、
そ

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

係
争
中
と
い
う

回
答
で
は
、
納
得

で
き
な
い
。
和
解
に
は
、

議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ

る
。
専
決
処
分
す
る
べ
き

で
な
い
が
ど
う
か
。

　

係
争
中
な
の
で

答
え
ら
れ
な
い
。

※

専
決
処
分
と
は
、
本
来

議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
柄
に
つ
い

て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る

た
め
、
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
余
裕
が
無
い
場
合

首
長
が
自
ら
意
思
決
定
を

す
る
こ
と
。

　

近
年
、
緊
急
と
言
え
な

い
状
況
で
、
首
長
が
恣
意

的
に
乱
発
す
る
例
が
あ
る

と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

新
聞
報
道
に
よ

る
と
、
町
は
不
当

な
処
分
を
し
た
と
し
て

「
未
払
賃
金
等
請
求
事
件
」

で
訴
え
ら
れ
、
10
月
21
日

に
裁
判
所
か
ら
和
解
案
が

示
さ
れ
た
。
裁
判
所
は
既

に
審
理
を
終
え
た
上

で
和
解
勧
告
を
し
て

い
る
。
町
は
未
だ
に

和
解
案
を
受
け
る
と

も
受
け
な
い
と
も
言

わ
ず
回
答
を
保
留
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
不
誠
実
な
対
応
で

は
町
民
の
信
頼
が
失

わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
地
方
自
治
法
第

96
条
に
は
、
和
解
に

関
す
る
こ
と
に
は
議

決
が
必
要
と
あ
る
が
、

※

専
決
処
分
す
る
つ

も
り
な
の
か
。

榎本　秀将 議員

係
争
中
で
あ
る…

町
長

町
長

町
長

和
解

　

勧
告

問

問

専用窓口を設置せよ

掲載出来なかった質問 ・給食センターについて　・官地について
・小学校における米づくり体験について　
・雪捨て場としての空き地活用について

掲載出来なかった質問 ・子育ての不安解消について
・観光振興について

掲載出来なかった質問 ・誘客を図るための温泉運営について 掲載出来なかった質問 ・大規模（ハード）事業の取組みについて

平成22年度 平成23年度 平成24年度

受診者数
3515

349

3568
3388

263 202

要精検数
胃ガン検診

め
つ

ぼ
く

し　

い



組織　
　機構

夜
間

　

議
会
本
当
に
で
き
る
の
か

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い
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組
織
機
構
の
見

直
し
は
、
内
部
的

に
話
し
合
い
を
進
め
て
い

る
。
近
年
、
複
数
の
課
に

関
係
す
る
事
業
が
増
え
て

い
る
。
時
代
に
合
わ
せ
、

よ
り
政
策
を
推
進
し
や
す

く
、
ま
た
、
横
の
連
携
を

と
り
や
す
い
組
織
機
構
に

な
る
よ
う
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
、
上
水
道
、
簡
易
水
道

の
各
事
業
の
統
合
も
想
定

し
、
調
整
を
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の

統
廃
合
を
含
め
、
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
来
年
か
ら
す
ぐ
に
と

は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
方

向
で
順
次
調
整
し
て
い
き

た
い
。

維
持
管
理
が
主
体
と
な
る
。

水
道
事
業
と
一
体
と
な
る

こ
と
で
両
事
業
に
共
通
す

る
総
務
や
管
理
部
門
で
の

行
政
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
、
ま
た
業
務
の

効
率
化
、
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
も
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
簡
易
水

道
事
業
も
合
わ
せ
た
業
務

委
託
、
統
合
を
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
検
討
す
べ
き
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

　

平
成
26
年
度
は

合
併
10
年
目
を
迎

え
る
節
目
の
年
で
あ
る
。
現

実
に
即
し
た
組
織
機
構
の
見

直
し
の
時
期
で
は
な
い
の
か
。

　

特
に
、
下
水
道
事
業
は

工
事
が
完
了
し
、
今
後
は 村上　順一 議員

見直しせよ

町長 内部的に進めている

町
長

問

　

本
町
の
平
成
23

年
認
知
症
高
齢
者

数
は
859
人
、
高
齢
者
人
口

に
占
め
る
割
合
は
12
・
2
％

で
、
全
国
で
も
高
い
水
準

に
あ
る
。

　

町
で
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
、

研
修
、
支
援
体
制
づ
く
り

に
努
め
る
と
と
も
に
、
医

療
機
関
と
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
連
携
を
図
っ
て

い
る
。　

　

ま
た
、
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議

で
、
徘
徊
す
る
高
齢
者
の

早
期
発
見
イ
メ
ー
ジ
図
を

作
成
し
た
。
町
の
危
機
管

理
係
、
警
察
、
消
防
署
、

介
護
事
業
所
等
各
関
係
機

関
に
イ
メ
ー
ジ
図
を
配
布

し
、
早
期
発
見
に
向
け
た

連
絡
体
制
を
と
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
精
神
保
健
福
祉

士
な
ど
専
門
家
が
、
チ
ー

ム
で
訪
問
・
聞
き
取
り
し

て
対
処
法
を
決
定
し
、
介

護
、
受
診
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
な
ど
を
助
言
し
て
い
る

町
も
あ
る
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
、
徘
徊
し
て
も
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
ど
う
構
築
し

て
い
く
の
か
。

　

か
か
り
つ
け
医

へ
の
受
診
時
に

「
今
朝
は
何
を
食
べ
ま
し

た
か
」
な
ど
と
聞
く
事
に

よ
っ
て
、
認
知
症
の
早
期

発
見
に
つ
な
げ
て
い
る
市

も
あ
る
。

　

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
れ
ば
、
そ
の
手
法

に
つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら

で
き
る
か
も
含
め
て
、
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
議
会

は
逃
げ
な
い
が
、

職
員
労
働
組
合
と
の
調
整

等
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　

思
い
つ
き
で
発
言
し
た

の
で
は
な
い
か
。

　

思
い
つ
き
で
は

な
い
。

　

や
る
と
い
う
前
提
の
な

か
で
、
ど
う
い
う
や
り
方

が
で
き
る
か
を
、
し
っ
か

り
皆
で
話
し
合
い
を
し
て

い
く
。

　

そ
う
い
う
信
頼
関
係
が

な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
と
の
こ
と
だ
が
、
日
程

と
し
て
何
日
か
か
る
の
か
。

　

日
中
の
普
段
の
業
務
に

お
い
て
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
落
と
さ
な
い
で
実
施

で
き
る
の
か
。

　

夜
間
議
会
の
実

施
の
可
否
は
、
議

会
側
と
の
協
議
い
か
ん
で

あ
る
。

　

町
長
の
提
案
し

た
全
日
程
夜
間
だ

け
の
議
会
に
つ
い
て
、
３

月
定
例
会
か
ら
実
施
し
た 小野　一晴 議員

町長 連携を図っている

町
長

余目第二小で行われた認知症サポーター養成講座

町長曰く　夜だけの議会は「日本初」

上・下水道の総合機能を持たせよ

町
長

議
会
側
と
の
協
議
い
か
ん
で
あ
る

町
長

町
長

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

17
人
の
提
言

佐藤　彰 議員

問

問

問

交
付
金
を
増
額
せ
よ

機
整
備
事
業
が
あ
る
。
交

付
対
象
と
し
て
か
ら
３
年

に
な
る
が
、
い
ま
だ
１
件

も
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

毎
年
、
集
落
等
が
行
っ
て

い
る
生
活
道
路
除
雪
事
業

を
推
進
す
る
た
め
に
も
、

小
型
除
雪
機
整
備
事
業
は

重
要
で
あ
る
。
現
在
、
交

付
額
を
購
入
費
の
３
分
の

１
以
内
で
10
万
円
を
限
度

と
し
て
い
る
が
、
活
用
し

　

町
か
ら
集
落
等

に
交
付
し
て
い
る

「
住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
活
動
交
付
金
」
の
交
付

対
象
事
業
に
、
小
型
除
雪 小林　清悟 議員

有利なのに、なぜ使われないのか

見
直
す
考
え
は
な
い

て
い
た
だ
い
て
の
交
付
事

業
で
あ
る
。
交
付
金
の
増

額
等
、
見
直
す
考
え
は
な

い
か
。　

小
型
除
雪
機
械

の
交
付
対
象
事
業
へ
の
導

入
に
際
し
、
参
考
と
す
る

た
め
、
平
成
22
年
11
月
に

全
集
落
を
対
象
に
要
望
調

査
を
実
施
し
た
。
７
集
落

か
ら
要
望
が
出
さ
れ
、
交

付
対
象
事
業
へ
の
導
入
が

必
要
と
結
論
づ
け
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に

活
用
さ
れ
た
集
落
が
な
い

こ
と
は
、
大
変
残
念
で
あ

る
。
周
知
も
含
め
て
活
用

を
促
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

集
落
か
ら
、
小
型
除
雪

機
整
備
事
業
の
交
付
要
件

の
見
直
し
の
要
望
は
直
接

受
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
時
点
で
は
見
直

す
考
え
は
持
っ
て
い
な

い
。 町

長

町
長

小
型

除
雪
機

問きめ細かな対応せよ認知症

掲載出来なかった質問掲載出来なかった質問 ・ＰＰＳ（新電力）を交えて電気料金の入札について
・役場本庁舎の改築について

・新エネルギーについて

掲載出来なかった質問 ・農業所得確保対策について
・南三陸町への復興支援について

掲載出来なかった質問 ・職員採用資格試験について
・育英資金の貸し付けについて

う
な
が

と
ら

は
い 

か
い

いわ



公共料金
各種手数料
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国
で
決
め
た
消

費
税
を
加
算
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、

あ
る
い
は
町
が
独
自
に
調

整
を
図
れ
る
も
の
に
、
基

本
的
に
は
区
分
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
10
％
に
な
っ
た
と
き

に
、
そ
の
調
整
を
図
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
も
含
め

て
検
討
し
て
い
る
。

　

国
の
政
令
な
ど
に
基
づ

い
て
決
定
し
て
い
る
料
金

は
、
国
の
基
準
に
合
わ
せ

る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
国
か
ら
の
通
知
を
受

け
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
の

内
、
町
の
裁
量
で
決
め
ら

れ
る
も
の
は
、
今
回
は
引

き
上
げ
ず
に
見
送
る
こ
と

を
基
本
に
予
算
編
成
作
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。

経
済
に
も
影
響
が
あ
る
。

本
当
に
公
共
料
金
な
ど
を

値
上
げ
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
、
便
乗
値
上
げ
に
な

ら
な
い
か
」
と
し
て
、
町

営
バ
ス
、
公
共
料
金
な
ど

を
現
状
の
ま
ま
に
す
る
と

し
て
い
る
。

　

本
町
も
公
共
料
金
や
各

種
証
明
手
数
料
は
値
上
げ

し
な
い
で
平
成
26
年
度
予

算
編
成
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

 
　

来
年
４
月
か
ら

消
費
税
率
が
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
町
民

の
暮
ら
し
に
深
刻
な
打
撃

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

鳥
取
県
の
日
南
町
は
、

「
消
費
税
率
ア
ッ
プ
は
地
域 日下部　勇一 議員

消費税率据え置きせよ

町長 国の基準に合わせる

町
長

問

重くのしかかる消費税

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

1717
人
の
提
言

人
の
提
言

17
人
の
提
言

存
続
支
援
策
は
何
か

月
に
支
援
同
盟
会
が
設
立

さ
れ
た
。

　

当
面
５
年
の
存
続
は
決

定
し
た
が
、
何
も
手
を
打

た
な
け
れ
ば
定
員
割
れ
を

理
由
に
廃
校
と
な
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

地
域
を
挙
げ
て
運
動
し
よ

う
と
の
主
旨
で
設
立
さ
れ

た
。
同
盟
会
に
対
し
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

３
月
に
響
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た

「
田
川
地
区
の
県
立
高
校

再
編
整
備
計
画
に
係
る
地

域
説
明
会
」
を
受
け
、
７ 石川　保 議員

将来を考える三者面談

負
担
金
を
増
額
し
て
い
る

　

庄
内
総
合
高
校

の
振
興
発
展
の
た

め
、
同
校
の
後
援
会
に
は

負
担
金
を
交
付
し
、
生
徒

の
現
場
実
習
や
地
域
連
携

活
動
を
支
援
し
て
き
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
負
担

金
を
増
額
し
、
支
援
を
強

化
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
魅
力
あ
る
学
校

に
す
る
た
め
、
共
に
考
え
、

一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

地
元
か
ら
の
進

学
率
向
上
も
鍵
と

な
る
。
進
路
指
導
面
か
ら
、

対
策
は
講
じ
ら
れ
る
の
か
。

　

庄
総
生
が
地
域

連
携
活
動
に
ま
じ

め
で
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
姿
が
、
中
学
生
や
地

域
に
好
印
象
を
与
え
て
お

り
、
庄
内
総
合
高
校
へ
の

町
内
か
ら
の
志
望
者
数
が

安
定
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
今
後
も
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
庄
総
生
に

憧
れ
を
抱
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

町
長

教
委
長

町
長

庄
内
総
合

　
　

高
校

問

問

掲載出来なかった質問 ・町の総合型スポーツクラブ準備会について
・職員の人事管理について　
・教育振興計画について

掲載出来なかった質問 ・米政策の見直しへの対応について

に
ち
な
ん
ち
ょ
う

こんにちは庄内町議会です15

町
の
婚
活
支
援
事
業

●「
縁
結
び
の
部
屋
」
は

登
録
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く

閉
鎖
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
は
、「
や
ま
が
た

結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
支
援
内
容
の
周

知
を
行
い
、
会
員
登
録
の

推
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

●
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
事
業
を

よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、

若
い
感
覚
の
企
画
力
で
参

加
者
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く

し
、
多
く
開
催
す
べ
き
で

あ
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
町
外
か
ら
の
参
集
と
、

商
店
会
、
企
業
か
ら
の
協

力
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

●
婚
活
支
援
の
あ
り
方
は

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵

ま
れ
な
い
人
へ
の
相
談
支

援
が
急
務
で
あ
る
。
婚
活

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
が
仲
人

役
と
し
て
情
報
提
供
を
行

い
、
成
婚
に
結
び
付
く
よ

う
町
独
自
の
仲
人
登
録
制

度
を
図
り
、
活
動
対
価
や

成
婚
時
の
報
酬
支
給
な
ど

も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

県
な
ど
広
域
的
取
り
組
み

●
県
は
結
婚
を
支
援
す
る

仲
人
制
度
「
や
ま
が
た
縁

結
び
た
い
」
を
設
置
し
、

広
域
で
情
報
を
共
有
し
婚

活
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

本
町
で
も
婚
活
事
業
の
充

実
を
図
る
た
め
、
県
の
仲

人
制
度
へ
の
登
録
を
推
進

す
べ
き
で
あ
る
。

●
広
域
的
取
り
組
み
は
県

内
で
は
最
上
８
市
町
村
が
、

最
上
広
域
婚
活
実
行
委
員

会
を
設
立
し
、
年
に
数
回

の
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催

し
て
い
る
。
広
域
連
携
に

よ
り
情
報
提
供
力
、
集
客

率
の
高
さ
な
ど
が
メ
リ
ッ

ト
と
な
り
成
果
を
上
げ
て

婚活支援
○コミュニティ
　「縁結びの部屋」
○庄内町商工会青年部
　カップリング事業
○婚活支援補助金事業

こ
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た（
抜
粋
）

生かせかせ提言生かせかせ提言生かせ提言
テーマ
調査事項総務

常任委員会

恋人たちの願いを…恋のキューピットに託して　秋田市

にちは庄内町議会ですにちは庄内町議会です

こ
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た（
抜
粋
）

若
者
が
恋
と
夢
を
実
現
で
き
る
支
援
を

若
者
が
恋
と
夢
を
実
現
で
き
る
支
援
を

若
者
が
恋
と
夢
を
実
現
で
き
る
支
援
を

い
る
。
庄
内
地
域
で
も

オ
ー
ル
庄
内
の
取
り
組
み

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

新
た
な
取
り
組
み

●
町
は
結
婚
推
進
へ
の
取

り
組
み
や
、
行
政
の
関
わ

り
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

今
回
初
め
て
町
が
事
務
局

を
担
当
し
「
街
コ
ン
」
が

計
画
さ
れ
た
が
、
仲
人
の

登
録
推
進
や
、
情
報
管
理
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
へ
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
総
合
的
に

取
り
組
む
専
門
担
当
者
を

配
置
す
べ
き
で
あ
る
。
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各
学
区
に
設
置
を

●
第
四
学
区
は
第
二
学
区

の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

児
童
数
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
施
設
が
狭
く
な
っ
て

い
る
。
地
域
の
要
望
も
踏

ま
え
、
各
学
区
に
学
童
保

育
施
設
を
設
置
す
べ
き
で

あ
る
。

●
第
一
学
区
・
第
二
学
区

の
施
設
は
築
100
年
以
上
も

経
っ
て
お
り
、
修
繕
な
ど

困
難
で
あ
る
。
他
の
施
設

も
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
第
一
学
区
の
施
設

は
離
れ
た
場
所
に
あ
り
、

通
所
時
の
安
全
性
が
課
題

で
あ
る
。
立
川
地
域
は
保

健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

い
る
た
め
、
行
事
が
あ
れ

ば
狩
川
公
民
館
に
移
動
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
し

て
、
学
校
の
余
裕
教
室
の

活
用
も
必
要
で
あ
る
。

●
学
童
保
育
は
多
人
数
、

長
時
間
保
育
と
な
っ
て
い

る
。
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備

や
、
雨
天
時
、
冬
期
間
の

遊
び
場
の
確
保
も
必
要
で

あ
る
。

　

今
後
、
施
設
の
見
直
し

を
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら

を
考
慮
し
施
設
整
備
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

両
地
区
統
一
し
た
運
営

●
余
目
地
域
は
「
愛
康
会
」

が
町
の
委
託
を
受
け
運
営

し
、
立
川
地
域
は
町
直
営

で
運
営
し
て
き
た
。
両
地

域
統
一
し
た
運
営
体
制
に

す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
施
設
の
耐
震

化
や
設
置
場
所
の
課
題
、

指
導
者
の
確
保
な
ど
、
児

童
と
保
護
者
の
視
点
に

立
っ
て
、
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
全
体
を
考
え
た
街

づ
く
り

●
起
業
・
創
業
の
適
任
者

は
、
６
次
産
業
を
営
む
女

性
や
、
現
実
的
な
事
業
を

考
え
る
人
、
危
機
感
を

も
っ
た
商
店
主
で
あ
る
。

そ
の
支
援
策
は
、
人
材
の

発
掘
、
育
成
で
あ
り
そ
れ

を
生
み
出
す
機
運
の
醸
成

を
す
べ
き
で
あ
る
。

●
利
益
率
向
上
の
た
め
、

自
分
の
店
で
作
っ
た
付
加

価
値
の
高
い
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
競
争
力

の
強
化
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

●
起
業
・
創
業
の
支
援
施

策
は
あ
る
も
の
の
、
利
用

率
が
低
い
。
こ
れ
は
、
起

業
す
る
人
が
少
な
い
こ
と

と
、
施
策
を
知
ら
な
い
こ

と
や
、
利
用
し
に
く
い
こ

と
に
あ
る
。

　

各
種
あ
る
、
国
・
県
・

生生かせかせ提言生かせかせ提言生かせ提言

こ
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た（
抜
粋
）

こ
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た（
抜
粋
）

町
の
補
助
施
策
の
情
報
を

適
宜
紹
介
す
べ
き
で
あ
る
。

●
６
次
産
業
に
よ
る
新
産

業
の
創
出
に
は
、
農
林
課

と
商
工
観
光
課
の
協
力
が

不
可
欠
で
、
連
携
を
さ
ら

に
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た

産
業
の
振
興

●
庄
内
町
の
特
性
を
理
解

し
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
あ
る

家
を
、
ト
ー
タ
ル
で
販
売

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●
本
町
に
は
６
次
産
業
の

振
興
を
図
る
に
必
要
な
１

次
産
品
の
種
類
が
少
な
い
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
本
町

の
特
性
を
生
か
し
た
農
作

物
の
研
究
開
発
が
必
要
で

あ
る
。

産業建設
常任委員会

文教厚生
常任委員会

「報告書の全文は議会ホームページに掲載しています」

蔵を活用した店舗　米子市ひとりよりみんなで

起業・創業支援
◯起業・創業支援システム

◯地域特性を生かした産業の振興

テーマ
調査事項

こ
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た（
抜
粋
）

人
づ
く
り
と
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

人
づ
く
り
と
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

人
づ
く
り
と
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

◯施設について
　施設の設置単位・場所・安全性・整備
◯運営について
　運営主体・男性ボランティアの
　関わり

テーマ
調査事項

こ
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た（
抜
粋
）

整備 子
供
た
ち
の
安
全
と
将
来
の
た
め
に

子
供
た
ち
の
安
全
と
将
来
の
た
め
に

子
供
た
ち
の
安
全
と
将
来
の
た
め
に

学童保育のあり方

産
業
振
興
で
地
域
が
生
き

残
る
に
は

●
地
方
が
生
き
残
る
に
は

大
規
模
な
チ
ェ
ー
ン
店
や

大
型
店
に
は
な
い
特
性
を

持
つ
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

●
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

自
ら
物
づ
く
り
す
る
こ
と

で
付
加
価
値
を
高
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
伴
い
、
販
売
方
法
も

変
化
し
て
い
る
。
個
人
経

営
者
も
そ
れ
を
受
け
入
れ

る
必
要
が
あ
る
。

●
委
託
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
力
仕
事
を
し
て
く
れ

る
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

少
な
い
た
め
、
維
持
管
理

に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
。

地
域
の
男
性
や
保
護
者
に

協
力
を
呼
び
か
け
る
必
要

が
あ
る
。

●
全
国
の
学
童
保
育
施
設

は
、
危
機
管
理
上
か
ら
も

安
全
確
保
を
最
優
先
し
、

余
裕
教
室
と
専
用
施
設
な

ど
に
、
半
数
以
上
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

町
も
小
学
校
、
教
育
委

員
会
な
ど
関
係
機
関
が
連

携
し
、
学
校
施
設
の
活
用

を
念
頭
に
、
す
べ
て
の
学

区
に
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。



庄内町立立川小学校 ６年　齋藤  
優輝くん

さいとう ゆうき

　ぼくが今回の庄内町議会見
学でわかったことがいく

つかあります。

　まず説明を聞いてわかった
ことは、議員がやってい

ることです。それまでは、議
会を開く、ということし

かわからなかったけど、お金の
使い道、条例を決める

つくる、町の仕事のチェック
などとても多くのやるこ

とがあり、ここまでするのかと
おどろきました。

　次に実際に見てみて、まず
、発言者はすごく熱心に

していたことと、後は、学校
でやる児童会に似ている

ところもあり、同じようなこ
とをやっているんだなと

思いました。

　議会、見学させていただきあ
りがとうございました。

庄内町立立川小学校 ６年　本間  穂乃香さん
ほんま ほ の か

　私は議会をする理由がわからなかったけど、最初の説明を聞いて、私たちが幸せにくら
すことができるようにすることだと知って、町の人のことを考えてやってくれているんだ
なと思いました。
　議場に入ってみたら、議員さんが自分から手を挙げて意見をしていました。町長さんも
すぐに手を挙げて意見を言っているのがすごいと思いました。私は普段、自分から発表は
なかなかできないので、議員さんや町長さんのように意見が言えるようになりたいです。
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庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄内内内内内内内内内内内内内町町町町町町町立立立立立立立立立立川川川川小学校 ６年
　私は議会をする理由がわからなかったけど、最初の説明を聞い
すことができるようにすることだと知って 町の人のことを考え

輝くん
がいく

ってい
ことし
める
やるこ

熱心に
ている
んだなと

ました。

庄内町立立川小学校 ６年　佐藤  樹さん
さとう いつき

　私は議会を見てすごいと思ったことが２つあります。　１つ目は、こんきょをあらわにした話しあいです。なぜそう考えるのか、どうしてこのようなことがいえるのかはっきりしていたからです。
　２つ目は、わかりやすく資料をもとにしていたことです。　どのような表現をすればいいか、資料を見ながら説明していました。話をきくときはうなずいて、自分の意見とてらしあわせていました。とても勉強になり、社会が好きになりました。

庄内町立立川小学校 ６年　日下  啓太くん

庄内町立立川小学校 ６年　池田  倫子さん

庄内町立立川小学校 ６年　阿
部  純奈さん

くさか　　けい た

あ　べ じゅんな

　

12
月
12
日
、
午
前
中
立
川
小
学
校
6
年
生
（
54
人
）
の
み
な
さ
ん
が
授
業

の
一
環
と
し
て
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
町
当
局
と
議
員
の
激
し
い
議
論
を

ま
じ
め
に
メ
モ
を
と
る
ま
な
ざ
し
は
、
真
剣
で
頼
も
し
く
、
ほ
ほ
え
ま
し
い

光
景
で
し
た
。

　

ま
た
、12
月
13
日
、庄
内
町
栄
寿
大
学
（
17
人
）、社
会
福
祉
協
議
会
（
14
人
）

等
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

立
川
小
学
校
か
ら
は
、
児
童
ひ
と
り
ひ
と
り
が
学
ん
だ
こ
と
や
感
想
を
議

会
に
よ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　議会傍聴をする前の議会についての説明では議会＝児童会と説明し
てくれたので、とてもわかりやすかったです。
　議会をする場所では議員の人が町長に質問をしていて、この質問で
庄内町が変わるなんてすごいなと思いました。その庄内町を変える議
会を傍聴させていただきありがとうございました。これからも庄内町
をよい町にしていってください。

　「どんな所だろう」私は少し
ドキドキしていました。トビラ

を開ける

と自分の意見を堂々と言ってい
る人達がいました。少し「あれ

？」と思

った事があります。「旧清川小
学校」をこわす、という意見が

ありまし

た。けど、私はそのままにして
いてもいいんじゃないかな？と

思いまし

た。理由は、古ければ古いほど
よりよい「伝統」となるからで

す。庄内

全体を支えている議員の方々、
これからもよろしくお願いしま

す。

　今日は、庄内町議会見学をさせていただきありがとうございました。
　今日、まず最初に議会についての説明を聞いてわかったことは、議員さん達は、町のため、町民
のために働いてくださっていることがよく分かりました。心に残ったのが、安全、安心、便利、幸
せのため、というのです。他にもくわしい事をたくさん知ることができ勉強になりました。
　次に実際に話し合いの様子を見てとてもはく力がありびっくりしました。反対意見なども自分の
意見をみんなに伝えようとしていてすごいと思いました。だから、庄内町が成り立っているんだな
ぁと思いました。本当にありがとうございました。

いけだ　　りんこ


